
【資料３－１】 

 

障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための基本的な指針（抜粋） 

（平成十八年厚生労働省告示第三百九十五号） 

【最終改正 平成 29 年厚生労働省告示第百十六号】 

 

 

第二 障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の提供体制の確保に係る目標 

 

五 障害児支援の提供体制の整備等 

 

１ 重層的な地域支援体制の構築を目指すための児童発達支援センターの設置及び保育所等訪問支援の

充実 

 

児童発達支援センターを中核とした重層的な地域支援体制の構築を目指すため、平成三十二年度末ま

でに、児童発達支援センターを各市町村に少なくとも一カ所以上設置することを基本とする。なお、市

町村単独での設置が困難な場合には、圏域での設置であっても差し支えない。また、障害児の地域社会

への参加・包容（インクルージョン）を推進するため、各市町村又は各圏域に設置された児童発達支援

センターが保育所等訪問支援を実施するなどにより、平成三十二年度末までに、全ての市町村において、

保育所等訪問支援を利用できる体制を構築することを基本とする。 

 

３ 医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場の設置 

 

医療的ケア児が適切な支援を受けられるように、平成三十年度末までに、各都道府県、各圏域及び各

市町村において、保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関等が連携を図るための協議の場を設

けることを基本とする。なお、市町村単独での設置が困難な場合には、都道府県が関与した上での、圏

域での設置であっても差し支えない。 


